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充
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る
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に
つ
い
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一
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一
台
端
末
の
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担
の
充
実
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求
め
る
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を
次
の
よ
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発
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高
等
学
校
段
階
に
お
け
る
一
人
一
台
端
末
の
公
費
負
担
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書 

 

国
は
、
令
和
元
年
十
二
月
に
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
打
ち
出
し
、
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
必
要
な
財
政
支
援
を
行
い
、
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
（
小
・
中
学
部
）
の
児
童
生
徒
一

人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
整
備
を
推
進
し
て
き
た
。
現
在
は
、
第
二
期
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
」
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
（
小
・
中
学
部
）
に
お
け
る
端
末
更

新
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
、
校
務
Ｄ
Ｘ
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
が
段
階
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
（
小
・
中
学
部
）
に
お
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
等
が
全
て
公
費
負
担
で
児
童
生
徒
に
貸
与
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
高
等
学
校
段
階
で
の
対
応



は
、
各
都
道
府
県
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
。 

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
令
和
六
年
五
月
時
点
で
は
、
高
等
学
校
段
階
の
端
末
整
備
状

況
は
二
十
三
府
県
で
公
費
負
担
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
財
政
上
の
理
由
な
ど
か
ら
、
令
和
八
年

度
以
降
、
保
護
者
負
担
に
移
行
す
る
県
は
、
本
県
を
含
め
、
少
な
く
と
も
七
県
に
上
る
見
込
み
で

あ
り
、
財
源
を
確
保
で
き
な
い
自
治
体
に
お
い
て
は
、
保
護
者
に
重
い
負
担
が
生
じ
る
な
ど
、
自

治
体
間
格
差
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。 

一
方
で
、
国
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
高
校
無
償
化
」
の
制
度
設
計
に
向
け
た
議
論
が
加
速

し
て
お
り
、
授
業
料
無
償
化
の
ほ
か
、
教
材
費
な
ど
授
業
料
以
外
を
支
援
す
る
「
高
校
生
等
奨
学

給
付
金
」
の
拡
充
や
、
公
立
高
校
等
へ
の
支
援
の
拡
充
な
ど
一
体
で
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、「
高
校
無
償
化
」
の
検
討
も
踏
ま
え
、
高
等
学
校
段
階
に
お
け
る
一

人
一
台
端
末
の
整
備
・
更
新
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
強
化
等
に
関
し
、
必
要
な
財
源
措
置
を
講

ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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